
 

 

平成２９年度第１回石川町総合教育会議 
 

                    日 時  平成３０年２月５日（月） 

午後２時３０分開会 

                     会 場  役場第１・第２委員会室 

 

 

 

１．開     会 

 

 

２．町長あいさつ  

 

 

３．教育長あいさつ 

 

 

４．協 議 事 項 

   

 議案第１号 平成３０年度の教育に関する重点的な施策について 

 

  議案第２号 本町の学校教育の現状と課題について 

 

 

５．その他 

 

 

６．閉     会 

 

 

 

 

 

 

 

 



平成２９年度第１回石川町総合教育会議議事録 

 

開 催 年 月 日   平成３０年２月５日（月） 会議の場所 役場第１・２委員会室 

開閉会日時 開会 平成３０年 ２月 ５日  午後２時３０分 

閉会 平成３０年 ２月 ５日  午後３時４０分 

 

出席の状況 

（○ 出席） 

 

職  名   氏   名 出欠の別 附   記 

町      長 加 納 武 夫 ○  

教   育   長 田 口 和 憲 ○  

教育長職務代理者 有 松 良 治 ○  

教 育 委 員 鈴 木 后 世 ○  

教 育 委 員 草 野 文 明 ○  

教 育 委 員 郷     隆 ○  

 

事 務 局 職 員        

で 出 席 し た        

者 の 職 氏 名        

（○ 出席） 

 

教 育 課 長         添 田 祐 司 ○  

主幹兼課長補佐兼公民館長兼歴史民俗資料館長 矢 吹 重 雄 ○  

主幹兼指導主事兼学校教育係長         鈴 木 道 裕 ○  

課 長 補 佐 佐 川 正 美 ○  

課長補佐兼総務係長 瀬 谷 利 幸 ○  

主任主査兼体育振興係長 荒 木 成 輔 ○  

主任主査兼生涯学習係長 藁 谷 哲 男 ○  

主任主査兼文化振興係長 角 田    学 ○  

公 民 館 係 長 草 野 智 子 ○  

会 議 の 経 過        別 紙 の と お り           

   

 

 



 

 

 

加納町長     それでは協議に入ります。 

         議案第１号「平成３０年度の教育に関する重点的な施策について」を議

題とします。事務局の説明を求めます。 

 

添田課長     資料に基づき詳細に説明する。 

 

加納町長     只今、事務局から説明がありましたが、質疑等があればお受けします。 

 

鈴木委員     ふるさと教育関連での提案なのですが、石川支援学校の先生が自由民権

運動の演劇を見てきてすごく良かったので、ぜひ石川町でも上演して欲し

いといっていて、今日チラシを預かって来ましたので、皆さんご覧になっ

てください。猪苗代や三春町のデコ屋敷でも上演したと聞いていますので、

本町でも上演のご検討をお願いします。 

 

加納町長     その他質疑等はありますか。 

 

教育委員     ありません。 

 

加納町長     質疑等がないようですので、議案第１号「平成３０年度の教育に関する

重点的な施策について」は、提案のとおり決定することとします。 

        次に、議案第２号「本町の学校教育の現状と課題について」を議題とし 

  ます。 

 事務局の説明を求めます。 

 

鈴木主幹     資料に基づき詳細に説明する。 

 

加納町長     只今の説明について、質疑等があればお受けします。 

 

有松委員     学力テストの結果をみると、算数・数学は基礎学力には問題はないが、

応用力に課題があるようなので、レベルアップのため、しっかりと取り組

んでいただきたいと思います。 

 

鈴木主幹     何が課題なのかは先生方で共通認識を持っていますので、授業等でしっ

かり対応したいと考えています。 

 

草野委員     小学校では、英語の教科化など新たな取り組みがあるようなので、先生

方に頑張ってほしい。 

また、石川中学校の部活動の実績がすばらしいので、継続した取り組み

をお願いしたいと思います。 

 

 会  議  録  



 

 

 

郷 委員     中学校では不登校が多いようだが、どのような状況なのですか。 

 

鈴木主幹     家庭の事情による不登校が多く、いじめが原因による不登校はいません。 

         いじめ問題がない訳ではありませんが、いじめの調査で名前が挙げられ

ている生徒については、すべて問題が解決し元気に登校しています。 

          

鈴木委員     中学校は、肥満はいないのですか。 

 

鈴木主幹     ここに数字はありませんが、福島県は多い状況です。 

 

鈴木委員     子どもの肥満が問題になっていますが、現在の通学状況をみると、通学

距離に係わらず送迎が多く、道を歩いている子どもがあまりいません。 

夕方暗くなると女の子は危ないからと保護者がいうのは分かるのですが、

夏場の日が長い時などは、なるべく歩いて通学する習慣をつけさせられな

いかなと思います。 

         また、町内には高校が２校あるので、教育上良いことではあるのですが、

努力をしなくても、何となくどこかには入れるという感じになっているの

かなと思います。目標を高く持って努力するように、子どもたちの意識改

革が出来れば教育の底上げとなって良いのではないかと思っています。 

 

加納町長     いろいろ意見があるようなので、教育長にはしっかりと取り組んでいた

だきたいと思います。その他質疑等はありますか。 

 

教育委員     ありません。 

 

加納町長     質疑等がないようですので、議案第２号「本町の学校教育の現状と課題

について」は、提案のとおり決定することといたします。 

         次にその他に移ります。 

         事務局または委員さんから何かありませんか。 

 

田口教育長    先ほど話がありました子どもの肥満についてはデータが公開されていま

すが、福島県は肥満度のすべての項目で全国ベスト３に入っているという

状況です。肥満の解消にはやっぱり運動、運動の基本は歩くとなる訳です

が、昨日「元気もりもりフェスティバル」に出演した元ジャイアンツの鈴

木尚広選手と話す時間があり、鈴木選手は中学校で野球と陸上部に所属し、

何のためかも分からず毎日毎日走らされたが、それが基礎力となりジャイ

アンツに入って活躍できたと話していました。石川は駅伝が強くて全国的

にも有名なことも知っていて、それは中学校の部活動で生徒が毎日走って

いるからだと分かり、それは素晴らしいことだと彼が言っていました。 

肥満がすべての病の根源になります。すべての中学生が毎日走っている 



 

 

 

訳ではないので、何とか運動を習慣付けするような活動ができたらと思い

ます。 

もう一つ現場の実態から気になることがありますが、それは子どもたち

の学力の現状の意識調査の中で、家族の支えという部分が一番低いという

ことです。学校の友達の支えや先生の支えが非常に高く、子どもたちの生

活の中で学校がすごく高い位置を占めているというのは良いことなのです

が、一番安らぐはずの家庭での位置が低いというのは、私たちの目の届か

ないところなので、原因はいったい何なのかが気になるところです。 

来年度、石川町の欠点の克服ということで、学力の向上や中学校の部活

動でも、みんなが満足して一つ上のステージで勝負の出来る取り組みを進

めて行きたいと考えています。 

 

加納町長     その他ありますか。 

 

教育委員     ありません。 

 

加納町長     ないようですので、以上で本日の総合教育会議は閉会といたします。 

皆さんお疲れ様でした。 （午後３時３８分 閉会） 


	次第
	H29会議録表紙
	H29第１回総合教育会議記録（30.2）

